
藍や草 食 も 主 な亀形 の要務 を/>レ腐 え藍象_に見せ ま したが′慶一弊線 を塾 っ左

上ラです o Lか しまだ不､亀 倉 なのと / 白倉 で凝 固わ 7ol) ン トを雁 っr= {) . こ

れまゼ あち こち歩 いて凝 った ス ライ ドを大い に清市 Ltい ます ｡

鮮度 は鹿 浜顔中山風 か らバ スで /∫ かノ虹 入 った ところ /多摩 女 鹿.の⊥ た易

(),教 車顔麓 ヒLt は凝 鍵 で す O 泉 日 の温 風 で は. lC身 の観魂 と池理 ･生癖

の乗 他見各 を宜離日こ′ 碑 山か ら西谷潜水易 まで 鹿褒 /7j<7ra 且 k:歩 き.多奉

血療 ･下斉基台姓 立見で整よ しr=.鹿象 鮭 歩ゼ しか斗 お義子 は線番東 止 とい

ちのゼ ,藍鮭 に味大倉 きっ か っr=よ うです .

多 発 の /年 鑑 が)Fl舟 の底鹿 麦っ くクこい く立虜 ヒあるのゼ / 乾 生 立産盈立

-生鷹 命t,単鹿 として 蛙 ′ 営 蚤の衝 く日吉暴 醇 に厳 L,く/ 間藤に釦肇 の感 で

も塵資 きつ < しています .

鼻血 第枚 では.女 の患 鮭が大 へん少 く.衷東 の尊慮 で亮摩り経は忍 i:入れ ⊂

3眉 で す ｡ せ 娃鮭が し､る以 上ヰ 俊 で象 (十九 ぼ､鹿 切な膚番 のできな い面 もあ る

か ナで す し.ヰ 健 のよさ盆大 いに蕗腐 して敏速.ど ころか歓迎 され る積 数 蹄 ヒ
客るよ b甥 カ したし､ヒ思 ってお り 息す ｡どうで 夢魔 . こ れか らも よろ しく卑

満 座 の塩 ビお顔 い車上 ,fi+ Q 〆 〆叫 ＼＼
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鱒廉慶 喜 の方か ら葵鮮お手解 と衆藤 岡軌 を常温 生れ t′ なっか しい鼠 た か

られ なか､ら′象 の中の杷 し圭 に迫力 れ tJ廟 吸 を とっくに私達∴リ ノ と ろ とろ
｢ しポ ー トが畜 Lナデに筈 しん を､夢 . 左み ま した -

r主膚 の立場 で装束太地 賓斜 を率 釆 した重 し大 草 を奉賛 Lを尊 )ヒ蘭 座 さ

せ て,府 か暑 くよ る｣こ｣ i_菖 うお蜜 しですが /大豊 生 ら しく学研.凝県 立せ ず

に ,ぎ らぎ ら と圭一癖紫 を級 軒t ウ茸 にも在ると′ 兼蔵 同乗 に曹 い て , 教,Lで

重 く巌 の こ ともな くて′因 って鳶 ()ます_

久 し巌 ｡に池 坊アルバ･ム をi.順 出 し′勇ま しく老′ぐンカタを ′森 が姿 に一

身汗 を施 しま したが .その間敷 生も ′ 集 ま九ば､.魂 が耳 の教葛が二 褒選 にな

るお らな ,隼 にな って轟 J) ま すa

衣食 食 を東壁 にこな LJL､つ:tや JcL しく′そ して美 しい 主席 では ないか 量

し丸ませ,tが ー沓廉廉 ゼ ′象 の車に .これ こい っ{=及 私 も恵 く. 何 となく草

生思 弁 が放 けない とこ射t,鼻鼠 のよ bゼす ｡私 の虜 各 / 大 草 の威厳 で感 L

だ奉が ′ 藍 のよ し後 に立 っ轟 は′彪 L どない ように,今 の と ころ は.屈 ま九

ますが ,雀身の嵐 象や 学生か ら ちケた ｢並の の希 えオ｣や ｢選傑 しよふと努

力する こゝろJは .太巻 に ′今 に な って 一あ りが たい と思 って尾 ,)ます C そ
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九でも零 の車に敵 われ て壕 ,)ま す と′変化温泉が葺 く′教万 のある者 え方が

由来 なくな り′はっ とさせ られ る奉が.多 (な って来ま十{=｡

この鹿息 を鹿膚 L′ 女学生の方 々の車′藤 に Ji:,藤生革から蘇れたーいとお
思 いの*が､車 ･')蓋 し産 ら,遭 乙‖こおし､ゼ碩 し､亡′ノをま t=杖,著遡 ってみ rtL､

ヒ･恩 っこ屠 ,)ます o御希 望 があれば､′よろ しく｡ (当 方夢準二人 .卑見友

ガ ラ tj-マンの土壌 . ) (廃 3回 . 30年 率賭)
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一級飴に女 性が動 く轟に射 して象蕃 ()が姦 い昨j?Lの風潮 です ,社食 的 なA

- ドヒして 私共凌 ぎ の奉 仕天 産っ在ぎ とめ鼎 をい とか′希鬼 は威風が鼻息 吐

おば ろくな子｣こなLiなし＼pとカ＼云 ろ不壕 を働 くせ雌 に与 えtゴー,T" ムと呼 U.
かけ ています .

どの巌虜でも女性 乏締 め出 そらとする境 南があ るなど公葬 斉の威壊 乱凍 し
こ例外 でLfない康 ですク これに吋 しこ私兵 の鹿壇 の鹿 に永七㌦//jI線 を期賭 して

床帝 JcLれた女 性が ･感･蕗 を変 由 I=商jeを嵐 d引こ遼 かれるのか 桓軒み られ ノ大

夏 心魂,)に思 ら蘇が か )ます .属人貞射二は各 々そ らせ ざるを澄 め客席がある

ので+が ′ それが磨葛は珂鮭の.本省 に働 き たい人 .働 かな ければ､な L;な い人

の足 をひき.よ ,)衝 き毅 い最愛 を与 える ことには,+射 二女暮 しこいたどき

た し＼のどす ,虹車 をも こぼ廃港 の-責ヒしての貴在が あ').また放金 の-負

としての虜のつをが Uをぬ患紺 に蕗 っこ 1とになる ｡偲 人埼 な労 え方な (),符

勤f=T廿 では庫 しき丸 め面がある といろごくあた ()よ えの車乗 の最盛 /こど ら毒

せ 艦 比萄 し＼よ さ意見が します .ども こJ･L酎 まじめか ら屑 いか らせて番 えなく

とlJ動 く仲 曙の曙で 色感 に座像 で きる もので町なし､か と患 うのですが ｡家産

鹿 動鮪の私 事は女 性 の手が必要 な点 もあ ()比 棄対敵 LL､鹿革 どもあ {)臥 つ､公
秀 賓 として-応 .生妹慶永 が保線 三九 こ(､る点 でも他の戚像 に比 L,tヰ 鹿 に

は働 き易 い働 ii甲斐 のある ところのよろに も蒼 え らJLます れ 反面匪藩 の東

夷質 には野涯 との菱が塩とん どな<且 っ直垂 rL付 する養鹿 のメ きき蛙鍵 赦前

の 憩像 以上であま ｡おすすめで きません0年 中泉労 している し席尊慮 ヒ竜な
車 掌-1され ます し/仕事の東泉 低歯碑衛 生上教,S の7,のですあ り､ますし一一一‥b

千 :uLTれ らの漆 は 一 也の威栄でも桑 れる瑠 こそ違 え同じ節準 草ヒ思 しJ､まれ ′

･--人で は受 t才 とあえぬ大空三で竜 .何 人がで毒 し呑 LT申 よ しあえば簡 凍不可

亀 ヒ鑑思 えないのゼ ナ ｡L泉蛍中藤廟 のため-革底 牽 Lた こ と尋あり牢私 にば

(それが此度繭産顛診断 の )レ ズ な公務 費洗顔 を受 けさせ た最 大 わ獲 由なめ

･二､すが )まだ比寮につ いてい る私が不静寂に鳳 える貯す らあるので す.麻賂
J.


